一日一言

鈴木宗雄衆議員の逮捕許諾請求手続き

日本中がＷ杯人気で沸き上がる中、東京地検特捜部はようやく鈴木宗雄衆議員の逮捕許諾請求手続きに入った。国会議員にレッドカードを出すのにはずいぶん手間ひまがかかる。

国会議員の不逮捕権

国会議員の不逮捕権は、政府が敵対する議員の自由を拘束して国会の議決に影響を与えることを防ぐために考え出された。いくら相手が「疑惑の総合総社」でも開会中の逮捕には国会の承認が必要。

逮捕に踏み切り

検察としては国会が終わってからと考えた時期もあったようだが、内閣の失言などドタバタ騒ぎが相次いで重要法案が十分審議できず、会期延長が確実となった時点で開会中の逮捕に踏み切った。

国民はとっくにレッドカード

国民にしてみれば、アフガン支援会議でのＮＰＯの締め出し事件を手始めに、ムネオハウス、やまりん、と相次ぐ疑惑発覚を耳にして、もうとっくに累積イエローカード二枚と思ったが、そんなことを気にかける人ではない。

Ｗ杯

国民の方も利権亡者のような鈴木議員の行状を毎日のように聞かされて、いい加減、食傷気味になっていた。Ｗ杯での日本の快進撃が始まると、ムネオ事件への関心など薄らいでしまった。ムネオさんも喜んだろう。

早くレッドカードを

その罪状は政権与党の重鎮というよりも、よくある田舎議会のボスの不祥事のようなものばかりだから、怒るというよりもあきれる人が多かった。だれか早くレッドカードを出せばいいのにと思っているうちに夏がきた。

レッドカードをお忘れなく

もしかすると日本の決勝トーナメント進出で一番悩んだのは検察だったかもしれない。Ｗ杯騒ぎが落ち着かぬまま、谷間をぬっての逮捕請求となった。Ｗ杯を楽しんだら次は国会フィールドに注目。レッドカードをお忘れなく。

小泉政権の支持率の推移表

	日時
	支持率（%)

	2001年5月
	72.8

	6月
	78.4

	7月
	70.4

	8月
	65.3

	9月
	68.3

	10月
	70.3

	11月
	63.6

	12月
	69.0

	2002年1月
	67.5

	2月
	46.5

	3月
	43.5

	4月
	40.8

	5月
	37.6


